にぎ や とみ 

いが、 それに 大して 賑か ではない けれど、 近頃 頓に 

ここう ひの まち 

戸口が 殖えて きた 比 野 町と いう 土地が ある。 

つ ゆ 

それ は 梅雨 も カラ リと 上った 七月の 中旬の こと、 日 

しょくり よく 

も 既に 暮れて この 比 野の 家々 には燭 力の 弱い 電灯が 

つき、 開かれた 戸口から は、 昔ながら の 蚊遣りの 煙が 

ち-つちう 

濛々 とふき だしていた。 

丁度 その 頃、 一 人の 見慣れない 紳士が、 この 町に 入つ 

てきた。 その 風体 は、 およそ この 田舎 町に 似合わし か 

らぬ 立派な もので、 パナマ 帽を 目深に 被り、 右手に は 

太い 藤の 洋杖 をつ き、 左手に は 半ば 開いた 白扇 を 持ち、 

その 扇 面 を 顔の あたりに 翳して 歩いて いた。 彼 はなん 



と 紳士が 暗闇から 声をかけ ると、 

「うわ ッ ：：： 」 

というな り、 一 一人の 男 は、 その 場に 立ち竦んで しまつ 

た。 そのと き カラン カランと 音が して、 長い 竹竿が 二 

あしもと 

人の 足 許に 転がった。 

「ちょっと お尋ねす るが、 この 村に、 大工さん で 

まつや ま つきち 

松屋 松吉 という 人が 住んで いたです が、 御存知 ありま 

せんか ナ」 

「ぇッ ::: 」 

といって 一 一人 は 顔 を 見合わせた。 

「どうです。 御存知ありません かナ」 



と 紳士が 重ねて 尋ねる と、 そのうちの 一 人が、 ひど 

くおん ぼろな 衣服の 襟 をつ くろいながら、 オズ オズと 

口 を 開いた。 

.P ノ おつ. 5 .P 

「ええ、 松吉 というの は、 濃の ことです が、 そう 仰 有 

る 貴方 は、 どなた さんで …… 」 

おどろ 

「ナ 二、 あんた が松吉 さんだつた のか。 これ は 驚い 

た」 と、 紳士 は ギクリ と 身体 を顫 わせた。 「もう 忘れて 

しまった かネ、 こんな 顔の 男 を。 …… 」 

そういいながら、 紳士 は ポケットから 紙 巻 煙草 を 一 

本 抜き だして 口に 銜える と、 シュッ と 燐寸を 擦って 火 

を 点けた。 



赤い 燐寸の 火に 照らし だ された 不思議な 紳士 の 顔 を 

穴の あく ほど 見詰めて いた 松吉 は、 やがて 大きく 眼 を 

見張り、 息をグ ッと嚥 むように して 叫んだ。 

「ホウ、 立派に なって はいるが、 お前さん はたし かに 

きたな リ しろう 

北 鳴四郎 …… 。 もう、 七 年になる から ナ。 お前さんが 

この 町 を 出てから。 …… 」 

うなず 

北 鳴と 呼ばれた 紳士 は、 感激 深げ に、 しきりと 肯 い 

た。 

「そうだ、 七 年になる。 あのと き 僕 はちょう ど r 一十 歳 

だった から ネ」 

「 …… しかし、 よく まァ そんなに 立派に 出世 をして、 



そういった 松 吉は、 気持が 悪い ほど、 いやに 朗 かな 

面 持 をして いた。 



2 



翌日から、 比 野 町で は、 大 評判が 立った。 

一 つ は、 七 年 前に 町 を 出て いった 北 鳴 少年が、 もの 

すごい 出世 をして 紳士に なって 帰郷して きた こと。 も 

う 一 つ は、 村での 物嗤 いの 道楽者 松屋 松吉 が、 北 鳴 四 



たと 聞いて 強く 反対した のじ やが …… 」 

松吉 は、 苦が りきって、 ひとりで ス タス タと 歩き だ 

した。 
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翌朝から、 北 鳴の 依頼に よって、 松吉の 請負い 仕事 

いきお い まち 

が始 つた。 それ は 比 野 町の 勢 町と いうと ころに、 高 

さ 百 尺の 大櫓 をニケ 所に 建てる という 大 仕事だった。 



といって、 北 鳴 は 藤の 洋 杖の 頭に ついた ピカピ 力す 

る 黄金の 金具 を 撫でながら、 訝しそう に 応えた。 だ 

がその 言葉 の 語尾 は、 なんとなく 怪しく 慄ぇを 帯び て 

いた。 

「 …… ああ、 お忘れに なった も 無理 はない。 私 は 五 年 

前から ひど い 腎臓 を 患うた もので、 酒と 煙草と を 断ち、 

しらが 

身体 は 痩せる し 顔色 は 青黒くな るし、 おまけに 白髪が 

急に 殖えて きて …… とにかく 姿 は 変り ましたが、 

いなだ せんたろう 

稲田 仙太郎 です わい」 

「稲田 仙 太郎ヮ …… ああ 稲田のお 父つ さんでした か」 

「稲田のお 父つ さん 9 …… おお、 よく 云って 下す つた。 



お父さんと 今でも 呼んで 呉れます かい。 それで は 貴方 

はこの 私 を 憎んで はいな さらぬ の だナ。 ああ 私 は どん 

なに か 安心 をし ました わい。 …… 北 鳴さん、 立派に な 

られ たな ァ。 こんなに 立派に なられようと は、 追の 

私 も 全く 思いがけなかった」 

「は ッはッ はッ。 なに を卬 有い ます。 」 

北 鳴 は 身 を 後へ 反らせながら、 晴れ やかに 笑った I 

I つもりだった が、 その 高らかな 声の 中に 依然た る 空 

虚な 響の 籠って いるの が 隠せなかった。 

「 …… 聞けば、 博士論文 を 書く ため、 この 町へ 帰って 

来られた そうだが、 この 高い 櫓 も、 その 博士論文の 実 



ま つ くろこげ 

に繫 いであった 牛が 一匹、 真黒 焦に なって 死んで し 

まった ァ」 

「ええ ッ。 …… 」 

呆然た る 松 吉の方 を、 それ 見た かとい わん 許りの 眼 

はいぜん 

つきで 睨んで、 北 鳴 四郎は 沛然た る 雨の 中 を、 稲田 老 

人と 共に 龃 けだして いった。 
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となく 眩暈の する ような 厭な 気分が 湧く と いう 外にな 

かった。 しかし そんな 非礼な 言葉 を、 この 福の 神に 告 

ち ■ つと-つ 

白して、 その 御機嫌 を 損ず る 気 は 毛頭なかった ので あ 

る。 

「あれ は、 赤外線写真 でもって、 活動写真 を 撮る ため 

なんです よ」 

「へえ 活動です か。 …… 何の 活動 を …… 」 

「それ はつ まり 甲 州 山岳 地方に 雷が 発生して 近づいて 

くる 様子 を 撮る のです。 この 写真機と いうの が 私の 発 

明でして ネ。 従来の 赤外線写真 では 出来ない 活動 を 撮 

ります」 



松吉は 土間に 突立って いた。 

「北 鳴の 旦那。 避雷針の 荷が 今つ きました。 ちょっと 

見て 頂きとう > ざん す」 

「そうか。 荷 は 皆 下ろした かネ」 

松吉は 大きく 肯 いた。 

おびた だ 

北 鳴 は、 土間に 下りながら、 そこに 積まれた 夥 し 

い 油の 缶に 目 をつ けた。 

「ああ、 これ は 危険 だね ェ。 稲田さん、 いっこんな 油 

の 商売 を 始めたん です」 

「へへ へへ。 —— これ はもう 二 年になります ネ。 東京 

から 商人が 来まして ネ。 しきりに この 商売 を 薦めて 



次！ I 次第に 東の 方へ 押し流れ ていった ものだった。 

ゴ ロゴ ロピ シャン！ と 鳴る うち はま だよ か つ た。 

うち 

やがて 雷雲が 全 町 を 暗黒の 裡に、 ピッ タリと 閉じ籠め 

てし まう と、 ピチ ピチピ チ^ -1 ン、 ガ ラガラ という 奇 

い き 

異な 音響に 代り、 呼吸 もつ がせぬ 頻度 を もって、 落雷 

が あとから あとへ と 続いた。 

その 最中、 町で は 大騒ぎが 起った。 

「おう、 火事 だ。 ひどい 火勢 だッ」 

「これ はたい へんだ ぞ。 勢 町の 方ら しいが、 あの 真黒 

な 煙 はどう だ。 これ は 油に 火が 入った な」 

しの さしこ 

篠 つく 雨の 中 を、 消防 組の 連中が 刺子 を 頭から スポ 



らぁ。 …… 」 

それから 暫 くた つ て、 また 別の 二 ュ— スが 町の 隅々 

まで 拡がって いった。 

「稲田 屋 のお 爺 ィ とお 婆 ァ とが、 焼け死ん だとよ ォ。 

…：- J 

「そうかい。 やれ まあ、 気の毒に …… 。 逃げられな 

かったんだろう か」 

「逃げる もな にも、 雷に 撃 たれたん だとい うこと だ。 

たとい 生きて いても、 階下に 置いて あった 油に 火が つ 

けば、 まるで 生きな がらの 火葬み たいな もの だ。 どつ 

いのち 

ちみち 助からぬ 生命 だ」 



むし 

した 北 鳴四郎 が、 ばつの 悪そう な、 というよりも 寧ろ 

おちつ まなこ 

恐怖に 近い 面 持 をして、 落 著かぬ 眼 を 四囲に ギロギ 

口移して いた。 
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「奥に 四郎 さんが 来て いますよ」 

と、 お 里に 注意 をした 者が あった 

「まあ、 四郎 さんが …… 」 



ついて 話 をしたい が、 そんなに 酔って いて は、 話 どこ 

ろの 騒 じ やない。 .：：• 私 は 家に 待って いるから、 醒め 

たと ころで 直ぐ 来い。 いい か、 今夜 は いつまでも 起き 

ている から ネ」 

そういうと、 恐縮し きってい る 松吉を 尻目に かけて 

北 鳴 は 宿の 方へ 帰って いった。 

それから 小一時間 経った 後の こと、 松吉 はま だ 少し 

フ ラフラす る 足 を 踏みし めながら、 服装 だけ は 一 張羅 

し ことぎ 

の 仕事着 をキ チンと 身に つけて、 恐る恐る 北 鳴の 宿に 

候した。 

「オイ、 本当にもう 大丈夫 か。 酔つ とり はしない とい 



に 大助かり だね。 教えて 貰いたい もの だ」 

「莫迦 を 云いなさい。 …… 私に は 勿論の こと、 誰に も 

そんな ことが 分って いるもの か」 

と 四郎は 強く 打ち消した。 しかし 彼 は それ を 云った 

おび 

後で、 なぜか 妙に 怯えた ような 眼 をして いた。 
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英三 とお 里 は、 北 鳴の 好意に よって、 境 町の 新築の 



ど う も 軽す ぎ ると いう 話だった。 撮影機が 入って いる 

などと 北 鳴が 噓を ついている のだろう という 説と、 そ 

うではなくて、 北 鳴の 持って いる 撮影機の こと だから、 

さぞ 優秀な 品物で、 軽金属 か 何 かで- 斿 えて あり、 それ 

でたい へん 軽い のだろう と 説 をな す 者 もあった。 しか 

しとに かく、 北 鳴の 飽は 解き きれぬ 疑問 を 残して、 町 

の 人々 の 噂の 中に 漂って いた。 

それ は 丁度、 二度目の 櫓が 建って 七日 目の こと、 四 

ちょうら い 

郎がジ リジリ と 待った ほどの 甲斐が あって、 朝来 か 

らの 猛烈な 温 気が、 水銀柱 を 見る見る 三十 四 度に あげ、 

午後 三時と いうのに、 早く も 漆 を 溶かした ような 黒雲 



て、 恐ろしい 呪いの 言葉 を 吐いた。 

そのと き だ つ た。 

紫電 一 閃！ 

呀 つと 叫ぶ 間もなく、 轟然、 地軸が 裂ける かと 思う 

ばかりの 大 音響と 共に、 四郎の 乗って いる 櫓 は 天に 

ちゆう 

沖 する 真 赤な 火柱の 中に 包まれて しま つ た。 

北 鳴 四郎の 身体 は、 一瞬のう ちに 一抹の 火焰 となつ 

て 燃え 尽 してし ま つたので ある。 

XXX 

丁度 その 頃、 お 里の 兄の 雅彦 は、 下り列車が 比 野 駅 

構内に 入る の も 遅し とば かり、 ヒラリ とホ— ムの 上に 



夢とば かりに 抱きあって、 悦びに あふれて くる 泪を、 

せきとめ かねた。 

それにしても、 なぜ 北 鳴 四郎は 雷撃に あって 死んだ 

のだろう。 

それに は 恐ろしい 因縁ば なしが あった。 彼 は、 その 

攀じ のぼって いた 高 櫓の 避雷針が、 完全に 避 雷の 役目 

を 果たして 呉れる ことと 思い違いをして いたのだった _ 

もちろん その 櫓 を 建てた ときには、 避 雷 装置 は 十分 完 

全な ものだった。 しかし あの 豪雨の 前日に なって、 そ 

の 二 基の 避 雷 装置 は 急に 不完全な ものと 成り 下った の 

だった。 それ は 何故だった ろう？ 



底本" 「海 野 十三 全集 第 5 巻 浮かぶ 飛行 島」 三 一 書 

一お 

1989 (平成 元) 年 4 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「サン デ— 毎日 秋期 特大号」 毎日 新聞社 

1936 (昭和 n) 年 9 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 花 田 泰治郎 

2 o o 5 年 5 月 6 日 作成 

2007 年 9 月 1 日. ^正 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



